
 

 

 

 

 

                       「バラが咲き誇ってます」       校長 渡部 敏郎 

 

                ６月に入り、教室棟前のバラ園では色とりどりの花が咲き誇り、その香りとと 

               もに生徒達に安らぎを与えてくれています。このバラ園は今から３０年前の平成 

               ２年６月に造園されています。教室棟の竣工に合わせて当時の教職員と卒業生有 

               志のみなさんで、植穴掘り、植えつけ、整地の各作業を行って、約３００本の苗 

               木が定植され現在に至っています。変わらぬバラの香りと優しい色彩に見守られ 

               ながら、部活動や生徒会活動も再開でき、延期した中間試験も終えることができ 

               ました。このまま平常の学校生活が続くことを願っています。 

 

 

 

○授業の体制 

  各学年ごとの授業などで密になる可能性がある場合は、普通教室より 

 も広い武道場や視聴覚教室を利用し机の間隔をあけるなど密になること 

 をさけるような教室割り当てをしながら5月中は授業を展開していました｡ 

○校内の消毒 

  放課後を利用して、スイッチ、ドアノブ、蛇口など生徒が触れる場所 

 の消毒を１日１回以上行っています。 

○その他 

 ・手洗い、アルコール消毒、マスクを利用して咳エチケットの徹底。 

 ・授業中、授業後に換気の徹底。 

 ・パソコン教室等の利用は手指のアルコール消毒 

  または石けんによる手洗いを徹底し、マウスや 

  キーボード消毒の徹底。 

○ゴミの持ち帰り 

  弁当殻やマスクなどのゴミは、生徒教職員ともに持ち帰るようにしています。ご協力お願いします。 

 

 

 

生徒が新型コロナウイルスによる臨時休業中の5月11日（月）にカスヤ書店の糟谷直輔氏を講師に迎え、

“ＺＯＯＭ”というアプリの教員研修会を開催しました。このアプリは、 

リアルタイムでミーティングやチャットを行うことができ、現在あらゆ 

る企業で会議などに用いられています。この研修会ではアプリの様々な 

機能の説明を受け、実際に自分のパソコンやスマートフォンで体験する 

ことができました。今回の臨時休業を契機に、オンライン授業導入など 

を検討していく中で大変参考になりました。糟谷さんには、お忙しいと 

ころ、研修会の講師をしていただきありがとうございました。 

 

 

 

             本校では起業家精神に学ぶ「アントレプレナーシップ教育」を実施していま   

            す。1年生では地域の課題を発見し、2年生では地域の未来を創るプロジェクト 

            を本格的にスタートさせます。休校が明け、1年生は決まった数のスパゲッティ 

            を高く積み上げ先端にマシュマロを突き刺す「マシュマロチャレンジ」に取り 

            組みました。このチャレンジを通し、ある課題に対して各自で解決策を考え、 

            そのアイデアをグループで共有しながらチームで協働して取り組むプロセスの 

            重要性を学びました。2年生は具体的に今年のテーマを設定するため、様々な実 

            践例を学習しています。年度末には報告会を開催する予定ですので、是非おい 

            でください。 
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オンラインツール（ＺＯＯＭ）教員研修会について 

 

校内の新型コロナウイルス対策 

 



 

 

 

 生徒会長 野城 琢人 

          今回の休業は今までにないことで、勉強や生活の面で一人ひとりの心の強さが試され 

         た気がします。私は休業期間中、友人に会えないことや授業がないことを不安に思って 

         いました。また、この期間で人との密を避けることの大変さと難しさを実感しました。 

         休業が明けてからは休業中の努力を無駄にしないよう、できる限り３密を避け、勉強や 

         部活動に精を出していきたいと思います。また、生徒会長として最後の生徒総会や、部 

         活動激励会、その後一週間の激励週間が楽しめるよう努めていきたいと思います。 

 

 

 

                 今年度から、全ての小・中・高等学校で「キャリア・パスポート」の 

                作成が始まりました。吉賀町ではこれを「サクラマス・パスポート」と 

                 呼び、自らの学びを振り返って自己評価するとともに、主体的に学びに 

                向かう力を育み、自己理解を深め自己実現へとつなぐために活用します｡ 

                本校では、育成したい資質・能力を１４項目設け、ルーブリック（学習 

                到達度を表を用いて測定する評価方法）を使って自己評価につなげる取                  

                り組みもしています。 

 

 

 

 今年度は、全国高校総体が中止になり、それに伴い運動部の県高校総体も中止となりました。また、文化

部のコンクールや講習会も軒並み中止や延期になっています。これに対して本校では、部活動が最後となる3

年生のために、6月1日（月）に部活動激励集会を開催し、6月5日（金）までを部活動激励週間として、学

校全体で部活動に集中し応援する取り組みを実施しました。激励集会では各部部長が思いを述べ、生徒会が

モチベーションムービーを作成し、この期間“燃え尽きるほど全力で”をスローガンに学校が一つにまとま

りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上記の部活動以外に文芸部もあります。まだまだ1年生の入部を募集しています。多くの1年生に入部して

もらい、吉賀高校の部活動を活性化していきましょう。（活動写真は写真部が撮影しました。） 

 

    

 
  

 

  

サッカー部 
男子バレーボール部 女子バレーボール部 テニス部 

華道部 陸上競技部 

写真部 美術部 音楽部 茶道部 


